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５．効用理論 

これまでは期待値や利得行列を考える際、暗黙の了解として、金銭的な利益や満足を元に

考えて来ました。しかし、人間は金銭的な欲求だけで動いているのでしょうか。またその行

動は冷静な判断に基づいているのでしょうか。例えば、宝くじの当たる確率は低く、期待値

を取ると買った金額より小さくなります。しかし、人は当たる可能性の低い宝くじを買い続

けます。なぜでしょうか。これは人が金額的な判断より、夢に重きを置いて意思決定してい

るためだと思われます。この夢に相当する価値を「効用」と呼びます。人は冷静に金額ベー

スで価値を判断しているのではなく、この効用を元にして動いていると考えると、納得でき

ることが多いようです。ここではこの効用を最大にする判断の方法と、個人的な効用の求め

方について考えてみようと思います。 

 

5.1 期待値と期待効用 

 ここではまず、効用が予め分かっているものとして、効用の最大化の問題を考えてみます。

例として 2つのくじを考えます。あなたはどちらを選ぶでしょうか。 

くじ１                    くじ２ 

当選金額 10000 1000 0  当選金額 1000 0 

確率 0.01 0.25 0.74  確率 0.4 0.6 

効用 1 0.05 0  効用 0.05 0 

くじ１の当選金額は、10000 円、1000 円、0 円で、その当選確率はそれぞれ、0.01、0.25、

0.74です。また、くじ２の当選金額は、1000円と 0円で、当選確率はそれぞれ 0.4と 0.6で

す。2つのくじの当選金額の期待値を計算してみましょう。期待値の計算は、確率×金額の

合計です。 

期待値 

くじ１： 350074.0100025.01000001.0)( =++=XE  

くじ２： 40006.010004.0)( =+=XE      くじ１＜くじ２ 

 

以上のように、期待値を計算すると、くじ１に比べてくじ２の方が大きくなっています。 

そのため、くじ２の方が、統計的には有利です。 

果たしてこれで良いのでしょうか。各人の金額への思い入れは違うはずです。この程度の

金額ではあまり違いがないと思いますが、これが単位が違って、1千万円と 1億円ではどう

でしょうか（こんなうまい話はないですが）。家などを購入したいと思っている人にとって、

この魅力の差は大きいと思います。このような問題を考察するために導入される概念が効

用です。効用というのは実際の価格や金銭的価値とは異なる、意思決定者の満足度です。 

そこで、これらの金額に対するある人の効用を仮に上の表のように考えてみます。今度は

この効用を使って、期待効用というものを計算してみます。 

 



意思決定論 第 12回 

12-2 

 

期待効用 

くじ１： ( ( )) 0.01 1 0.25 0.05 0.01 0.0175 0.0225E u X =  +  = + =  

くじ２： ( ( )) 0.4 0.05 0.02E u X =  =     くじ１＞くじ２ 

これを見ると、くじ１よりくじ 2の方が、期待効用は大きいことが分かります。以上のよう

に人によって効用と金額は比例しないことがあります。 

 

5.2 効用関数 

前節では効用と金額は比例しないと話しましたが、ではそれらはどのような関係にある

のでしょうか。またそれは測ることができるのでしょうか。我々はある金額 xに対する効用

関数 ( )u x というものを考えます。上の例の場合、以下のようになっているものと考えます。 

0)0(,05.0)1000(,1)10000( === uuu  

ここで、効用関数の性質を考えてみましょう。まず、効用関数の値域ですが、全く不満足か

ら、十分満足まで、 1)(0  xu  の範囲をとるものと考えます。金額が大きいほど、満足度

は上がりますので、全体的には増加関数です。しかし、金額が増しても満足度は同じ場合が

ありますので、 1 2x x に対して、
1 2( ) ( )u x u x という性質を持っています。このような増

加関数を単調増加関数と言います。これらのことをまとめておきましょう。 

 効用関数 )(xu ： 1)(0  xu   単調増加関数（同じところがあっても右上がり） 

最小値 0x 円のとき 0)( 0 =xu  

最大値 1x 円のとき 1)( 1 =xu  

 

次に、効用関数はどのようにして決めるか考えてみましょう。意思決定問題では、ある値

（これまでだったら主観確率など）を決めるには、一度に決めると誤差が大きくなるとよく

言われます。自分の直感がよく働く、0.5と比較してどうかとか、こういう決め方が推奨さ

れます。我々もこの決め方に従って、効用関数を求めてみようと思います。 

まず、得られる最低の金額を 0x 、最高の金額を 1x とします。そのとき効用は以下になり

ます。 

0 1( ) 0, ( ) 1u x u x= =  

以下に手順を書いて行きます。 

１） 0x 円と 1x 円が確率 21 で当たる場合、これと同等な確実にもらえるお金（確実同値額）

はいくらかということを考えます。それを 5.0x 円（具体的に値を求める）とします。具体

的に 0x 円と 1x 円が確率 21 で当たるくじをいくらで買うか考えてもよいでしょう。その

とき効用関数の値は以下の値になります。 

5.0)( 5.0 =xu  

２）次に、 0x 円と 5.0x 円が確率 21 で当たる場合、この確実同値額はいくらかを考えます。

上と同様のくじの問題にしても結構です。この額を 25.0x 円とします。そのとき効用関数

は以下の値になります。 
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25.0)( 25.0 =xu  

３）同じように、 5.0x 円と 1x 円が確率 21 で当たる場合、この確実同値額はいくらかを考え

ます。この額を 75.0x 円とします。そのとき効用関数は以下の値になります。 

75.0)( 75.0 =xu  

これで、始点と終点を除いて、3点が求まりました。紙の上でこの関数を求めるには、この

点をつないでグラフを描きます。 

これをパソコンで実行する場合は、これらの数値を元に、以下のような形の関数を利用し

ます。 
cxbeaxu −−=)(    リスク回避度一定型 

（ )()( cxax beekhxu −− +−=   リスク回避度単調型） 

特に上の関数形の場合、リスクを回避する程度が以下のような数値で分かります。 

リスク回避度 cuu =−=  

また、その人がリスクを回避する人か、リスクを志向する人かも係数の値で以下のように分

かります。 

リスク回避型 0,0  bc ，リスク志向型 0,0  bc  

実際、C.Analysis を使ってこれを求めることもできるのですが、ここではもう少し簡単に

グラフに引いた線を元に判断します。以下の図を見て下さい。 
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図 1a リスク回避型効用関数   図 1b リスク志向型効用関数 

左がリスク回避型の人の効用関数です。上に凸で、端と端を結んだ直線より、上に来ていま

す。右がリスク志向型の人の効用関数です。下に凸で、端と端を結んだ直線より、下に来て

います。 

 

問題１ 

以下のような２つのくじがある。問いに答えよ。 

くじ１                  くじ２ 

当選金額 100 万円 1万円 はずれ  当選金額 10万円 はずれ 

確率 0.001 0.1 0.899  確率 0.03 0.97 
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１）２つのくじの期待値を求めよ。 

  くじ１［     ］万円 くじ２［     ］万円 

 

２）ある人の効用関数が
万円

万円

100

x
y = で与えられるとき、以下の場合の効用の値を Excel

を用いて求めよ。但し、例えば 2 は = 2^0.5 として求められる。 

 

金額 0円 1万円 10万円 100万円 

効用値     

 

３）この人はリスク回避型かリスク志向型か。［        ］型 

ヒント：1万円、10万円の効用値が、y = x/100 の y値 0.01, 0.1 と比べて 

大きいならリスク回避型、小さいならリスク志向型 

 

４）２つのくじの期待効用を求めよ。 

 くじ１［      ］  くじ２［      ］ 

 

５）この人はどちらのくじを選ぶと思われるか。 

  ［くじ１・くじ２］ 

 

問題１解答 

くじ１                  くじ２ 

当選金額 100 万円 1万円 はずれ  当選金額 10万円 はずれ 

確率 0.001 0.1 0.899  確率 0.03 0.97 

１）２つのくじの期待値を求めよ。 

  くじ１［ 0.2 ］万円 くじ２［ 0.3 ］万円 

２）ある人の効用関数が
万円

万円

100

x
y = で与えられるとき、以下の場合の効用の値を、Excel

を用いて求めよ。ここで、例えば 2 は = 2^0.5として求められる。 

金額 0円 1万円 10万円 100万円 

効用値 0 0.1 0.316228 1 

ヒント 例えば Excelで 10万円は、=(10/100)^0.5 で求められる。 

３）この人はリスク回避型かリスク志向型か。［ リスク回避 ］型 

ヒント：1万円、10万円の効用値が、y = x/100 の y値 0.01, 0.1 と比べて 

大きいならリスク回避型、小さいならリスク志向型 

４）２つのくじの期待効用を求めよ。 

 くじ１［ 0.011 ］  くじ２［ 0.009487 ］ 

ヒント くじ１：0.001×1+0.1×0.1   くじ２：0.03×0.316228 

５）この人はどちらのくじを選ぶと思われるか。 

  ［くじ１・くじ２］ 
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昔はやっていたのですが、今は時間の都合でやれないでいる問題です。自分の効用関数と

志向を求めてみるのも面白いかと思います。多くの人はリスク回避型の傾向が出ます。 

問題２【Skip OK】 

あなたの 0円～10万円までの効用関数を調べてみましょう。 

 

１）0 円と 10 万円が確率 1/2 ずつで当たるくじがあります。このくじをあなたが買う最高

の金額 x2万円はいくらですか。 

  x2 ＝［    ］万円 

２）0円と１）で決めた x2万円が確率 1/2ずつで当たるくじがあります。このくじをあなた

が買う最高の金額 x1万円はいくらですか。 

  x1 ＝［    ］万円 

 

３）１）で決めた x2万円と 10万円が確率 1/2ずつで当たるくじがあります。このくじをあ

なたが買う最高の金額 x3万円はいくらですか。 

  x3 ＝［    ］万円 

４）以下の値を下のグラフにプロットしていきましょう。 

（0, 0），（x1, 0.25），（x2, 0.5），（x3, 0.75），（100, 1） 

 

５）プロットが終わったらそれをなめらかに結びましょう。 

どんな線になりましたか。 
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６）斜めの点線より上側ならリスク回避型、下側ならリスク志向型です。 

あなたはどちらですか。   ［       ］型 

 


